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牛の右耳下の皮下腫瘤
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本例は牛，４才の雄黒毛和種である。宮崎県で1975年

１月から1976年７月までに5,137頭中,127頭にアクチノ

パチローシスが集団発生した。この例はその中の一例で

ある。血液検査では；赤血球680万，白血球2,700,うち

坏中球23,好酸球７，リンパ球68,単球２％であった。

発熱，痙痛はみられなかった。アクロマイシン100mgを

３日間連続して静脈注射したが治療効果はなかった。腫

恵の肉眼的所見は，４×３cm大の卵円形・帯黄色であり，

馴面においては結合織に被包された膿鰯であることが明

らかであり，内容には白色クリーム状の膿汁がみられた。

細菌学検索では，Actinobacilluslignieresiiが分離され

た。

組織学的には，中心部に菌塊を有した小さな分房状の

有芽腫が集合し大きな肉芽瞳を形成している（図－１，

ＨＥ染色，×40)｡この分房は，炎症過程の様々な経過を

示しており，菌塊に対して好中球が激しく浸潤している

もの，好中球の周囲に類上皮細胞が繁殖しているもの

（図－２，ＨＥ染色，×250)，好中球がほとんど消失し，

頃上皮細胞に置換されているもの等がみられた。類上皮

細胞のあるものは癒合し多核巨細胞を形成していた。小

さな分房状の肉芽瞳の周囲には，線維芽細胞が増殖し細

いコラーゲン線維が取り巻いていた（図－１)｡その問に

|ま，リンパ球を主体とし，プラズマ細胞，好中球の浸潤

がみられた。

菌塊の染色性は，ＨＥ染色では赤色，PAS染色では強

陽性，グラム染色では陰性，ゴモリのメセナミン鋼ＧＭ

Ｓ)染色陰性，アクリジン・オレンジ染色，蛍光顕微鏡観

察では，clubは黄緑色，clubの下に淡いオレンジ色に光

る所がみられた。

アクチノマイコーシスと比較すると，以下の表のよう

であった。
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